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サブアトランティック期末葉（西暦０．３ ０．６千年）
の気温変動と世界史 完新世の人類学
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Thispaperdescribesthepalaeotemperature-cultureparallelismoftheperiod300-600AD.
ThelateSubatlantichypothermal,awellknownphenomenoninthehigheralti-latitude
areas,issubdividedherebythesecondaryoscillationoftheCampCenturyproleinto(i)
theearlymildbutlongmicrohypsithermal(300400),(ii)theearlyseverebutshortcooling
(400440),(iii)thelatemild-longwarming(440533)and(iv)thelatesevereandlongcooling
(533610). ,sweepingoverthebothendsoftheEurasiancontinent,
wasthesouthwardmigrationofthearmedhighlatitudenative,composedalmost
exclusivelyofadultmale,intothewarmerlocalitiesgovernedbyrulerswhowouldpermit
theintruderstoreconstructthehalf-desolatedfarmsoftherun-awaymanagers,toopen
northerners'ownnewones,andeventuallywouldallowtheimmigrantguardcommanders
tooccupythelocalthrones;andthereforewassyncronizedwiththecoolings.

wasthephenomenoninthehighlatitude(>50°N)areaswherethe
livingsitedislocationandthemaleemigrationmultipliedduringthecooling,andinthe
northernmiddlelatitude(3545°N)areasofwhichsocietiesthearmedmaleimmigrants
disorderdandfrequentlymarriedinto.Thesouthernmiddlelatitude(1035°N)areas'
economyconsistentlygrew,especiallyinthedriedzonesofmitigateddessication.
Negligiblehypoth.stagnationinthelawlatitude(<10°N)areasprovesthenon-globalness
of .Atthebothends,therepeatedcoolingswidelydeterioratedthefarm
management,andtheresultanteconomiccrisesunendurablycutthecolonist-employers'
paytothenativewhocounteractedthewealthierbyviolentcollection,whichagravated



86

thepublicpeace.Thefrontierdevelopmentinwhichtherichcolonists,concurrentlythe
townrulersandtheownersofthefarmssupplyingtheurbanfood,inevitablyhiredthe
armednativegroupsfortheirself-defence,inducedtheguardcommanderstocommit

,thelongjobhuntingjourneytowardsthecivillizationcenters.
Inthelastpartofthisarticlefourthemesarediscussed;(17.7)theJapanesearchipelago

situationinwhichthePeninsularessucceededandconstructedthefarms-pointsfor
exploitingresourcesamongwhichthemostimportantitem wasagaintheYamato
mercury,(17.8)thephysicalinstabilityofthedugoutcanoeandthewind-tidallimitationof
thehorizontalsailing,bothofwhichrestrictedhumanmarineactivity,(17.9)lessknow
weekpointsofearlymetal(chalcolithic,bronzeandearlyiron)cultures,and(17.10)early
HolocenepalaeotemperatureasreadontheCampCenturyProle.

本論では前稿（佐々木， ）に続き，西暦 ～6c.の 年間の気温変化と世界史の対
応関係を記述する。先行期末の寒冷化に続いた当期の全体的低温は高地，高緯度地帯（ ）資料
に明らかだが，当期中の気温のゆらぎも無視できない。 年以来の寒冷化は当期冒頭に完
新世中間値よりやや高い水準で停止し，その後には弱い温暖化傾向があり，4c.は軽度の高
温期だった。しかし， 年頃に急激な寒冷化があり，千年間以上なかった低温が出現した
（ ）。この低温が 年直前まで続いた（ ）後に急激な温暖化があり，6c.前葉にかけては軽度の
高温期だった。 年頃の寒冷化（ ）で始まった低温は5c.前半の低温よりは軽度だったが，
年頃にも寒冷化があり（ ），後続期冒頭まで中高緯度地帯では低温の影響が強かった。
当期にはユーラシア東西端で「民族大移動」が進行した（ ）。寒冷化の悪影響（ ）の強かった

高緯度地帯から男性主体（ ）の武装先住民が領地を与える（農園を継承，新設させる）有力者
のいる地点まで南下し（ ），定住した上で機会に恵まれれば小王国を建設した（小林，1999;
p.164）のが「民族大移動」だったから，先行期末からの大移動は気温のゆらぎに対応して
断絶的に進行した。「ゲルマン民族」の複数回移動が， 先行期末から当期冒頭の寒冷化，

年の寒冷化と後続低温，および 年の寒冷化と後続低温に対応し，温暖化期と後
続の軽度の高温期には終息したことは特別な説明を要しない（ ）。なお，前稿と同じく，（鈴
木，2000;p.n）は（S.n）と表記する。
本項の最後の部分では三つの主題を扱う。（ ．）「日本列島の状況」では古墳時代を中国
系農園主と交替した半島系農園主が支配し，輸出先の中国の南北分断下での大和水銀の生産
再拡大の時期だったと考える。（ ．）「人類の海上進出」では人類の浸水移動の不可能性の
一般的解決手段だった丸木舟の不安定性と縦帆技術の欠如が海上交通の発達を長期的に抑制
したことを指摘する。（ ．）「初期金属器文化」では金石併用，青銅，初期鉄器文化の周知
されていない弱点を述べ，金属器文化の通説的概念が発達した鉄器文化のみによくあてはま
ることを記述する。（ ． ）「完新世前半の気温変動」ではPreboreal，Borealおよび特に
Atlantic期の古気温をCampCenturyproleに従って概説する。

． アフリカ
全体的に低緯度だから，低温の影響は軽微だった（ ）が，乾燥の緩和したSudan-Chad（以
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下SC）地域では中世都市につながる集落の建設が始まった（Ehret,2002;pp.309314）。特
に同地域西部では農業生産力が増大し，身分社会が発達し始め（ ），同中部でも乾燥が緩和し
（Faure,1981;p.387），農業条件の好転したChad湖周辺の開発が進行した（Aremu,2004;
pp.152153）（ ）。高温多湿に耐える品種の牛（Blench,1993;p.94）を飼養した人々（ ）のギニ
ア森林から赤道地帯（VanNoten .;1981;p.56）にかけての大西洋岸南下は寒冷化現
象だったのかもしれない。
Bantu諸地域のインド洋側で（山）羊飼養の鉄器農耕民が当期初頭には20°Sまで南下し，

コンゴ盆地で中央Bantuの拡散が始まった（Watzka,2001;pp61,65）のは気温変動とは直
接関係しなかったのだろう。本論では野焼海綿鉄生産を目的にして移動した人々が森林を端
部から伐採した（Oliver,1978;p.371）跡地を当期中に定着した（S.172）バナナ，ヤムイ
モ（ ）を含む作物の耕地に利用してBantu系人口の生活地域が拡大したと考える。乾燥の緩
和した南半球大西洋岸で大西洋岸を南下した牛飼養移動人口の生活地域が拡がり
（Mitchell,2002;p.231），拡大域東端で（山）羊飼養Bantu鉄器農民との接触が始まった
（Ehret,2002;p.241）のは寒冷化対応現象だった（ ）。東，南部Bantu地域では細石器文化人
口の生活が続いたが，土器と家畜の導入も進行した（Parkington,1981;p.60）。

． 環地中海地域（ ）

FertileCrescentで当期初頭にローマ領を西に後退させたササン王国軍の活動の背後には
軽度の高温期（S.169）への移行で経営の失調の始まった農園主たちの新農園建設への期待
があったのだろう。 年寒冷化期には先行期の対ローマ戦争開始期と似た条件下で対ロー
マ戦争が始まり，双方ともに侵入北方民族との戦闘に兵力を割きながらやや散発的な戦闘を
続けた（ ）。 年頃には軽度の高温下で寒冷地開発意欲を高めたササン王国軍のアルメニア
侵入があった。 年以降の低温はササン王国の無灌漑農園経営を好転させ，文化事業（青
木，2007;p.28）を促進して，王国最盛期を出現させた。

地中海地域のうちギリシアでは3c.以来の巨視的寒冷化に対応した黒海北岸植民地の放棄
が進行し（ ），後背地の乾燥緩和を条件に経済が成長した地中海南岸都市を中心にした地中海
貿易に依存する体制（ ）に移行した。 年前後の軽度の高温期に経済が成長し，古典文化再
建運動も始まった（井上，2005;p.52）が，6c.中後葉の低温下で低迷傾向が強まった。アナ
トリアで4c.前葉末に新帝都を建設し，その後の低温期には城壁を建設，強化して北方民族
の南下武装活動から帝都を守れたのも地中海南岸諸都市の経済成長（ ）が黒海北岸経済の縮小
を補完できた結果だったのだろう。6c.中葉の低温期には地中海南岸帝国領の経済力を動員
し，旧西ローマ帝国領回復を目的にした軍事活動が帝国の重要政策の一つだった。
地中海南岸諸地域では経済成長が続いた。エジプトでは末期王朝以来の低温が新都市農村

複合の発展を促し，コプト文化の展開を助けた。マグレブでも低温期に農耕条件の好転した
地点が多く，都市が拡大し（青木， ），内陸の遊牧民経済も連動して成長した（Ehret,
2002;p.330）。 年の急激な寒冷化後には後背地で農園新設可能地点の増えた旧カルタゴ領
にVandalが王国を建設し，後続高温期初頭には対ローマ戦争に勝利できる軍事力を準備で
きたが，軽度の高温の継続下で経済が停滞し，6c.中葉の寒冷化開始直後にローマ領に併合
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された。帝国支配下の6c.中後葉低温期には経済が成長した（Salama,1981;pp.502505）。
イベリアでは4c.中にはローマ系社会が続いたが， 年の急激な寒冷化以降に農業条件
悪化よりは北方系侵入者が状況を不安定化させ，有力市民の脱出が進む（Collins,2000;
p.46）なかで，スエビ，西ゴート両王国の建設があった。前者は短命だったが，後者はその
後の温暖化と軽度の高温期に支配的ローマ市民の離脱を抑制する警備会社的支配（玉置，
2000;p.45）地域を拡大させたが，6c.中後葉の低温期には安定支配を維持できなかった。
イタリアと南フランスでは4c.中には帝国支配が続いたが，急激な寒冷化（ ）のあった5c.

初頭（ ）にゲルマン諸民族の侵入が続き，5c.中葉には対岸のVandal軍の活動もあり，帝国支
配が消滅し，都市的活動も極端に低迷した（坂口，1998;p.1）。

東アフリカでは高原北部で森林を伐採し，安定降雨のある耕地を拡大したAxum王国経
済が成長し（ ），イエメンからメソポタミアにかけての兵力展開を可能にし（ ）， 年頃（ ）に
は停滞気味だったMeroe（ ）を破壊し（ ），紅海経由に加えてナイル河谷経由の通商路も直接
掌握し，王都はサブサハラと環地中海地域を結ぶ広域交易の大中継地点として成長を続けた。
紅海対岸のイエメンでは低温による乾燥緩和下（ ）で農園開設と都市成長が続き，伝統的多神
教徒に加え，当期初頭からユダヤ，当期末にはキリスト両教徒移住者が増え（Sedov,1996;
p.27），多神教社会が形成された。ソマリアでも港湾集落が拡大し，内陸の移動的生活者が
ラクダ飼養を導入した（Ehret,2002;p.362）。

大西洋地域中南部では2c.から帝国財政を圧迫した（Starr,1982;p.75）植民地経営が先行
期後葉の北方民族の侵入防止に必要な新負担の発生によって重大な困難に直面した（ ）。4c.
の温暖化と後続高温はローマ系市民，先住民間係争も抑制した経済成長で植民地を消滅から
救った（ ）が，5c.初頭の急激な寒冷化に対応して諸民族系武装集団の南下活動が活発化し
（後藤，1995;p.129），治安が急速に悪化し（後藤，1998;p.169，野崎，1997;p.38），植民地
社会が不可逆的に変質した（ ）。残留有力ローマ系市民（長友，1976;p.291）が治安維持を正
規軍に求められず，当該武装勢力の一部を警備会社的に雇入したが，事態を収拾できず，さ
らに一部の武装勢力が警備会社的雇用を求めて半島に侵入して，西ローマ帝国を消滅させた。
5c.後半の温暖化は残存植民地都市を中心にして一定の経済成長を実現させたが，政治秩序
再建には年数を要し，フランク王国の建設（佐藤，1995;p.137）と王国初期の繁栄（佐藤，
2001;p.34）は6c.前半に実現した。 年頃の急激な寒冷化と後続低温（ ）下では同王国軍を
含めた武装勢力の南下活動，政治的混乱と経済縮小が再開し，後続期初頭まで続いた。
大西洋地域北部の非植民地では高緯度に位置して気温変動作用が強く（ ），全体的には生活

地点放棄傾向が強かった（S.164）。4c.の軽度の高温期には生活地点の新設がやや多かった
が， 年頃の急激な寒冷化（ヒースマン，2001;p.264）で生活地点放棄が急増した
（S.164）。5c.中葉以降の軽度の高温期には植民地側地帯に旧植民地王国が支配を拡げる（ ）等
の発展があったが，533年頃の急激な寒冷化で混乱が始まり（Glanzu.Häusler,1981;pp.24
26），｢空白期間｣（Derry,1979;pp.1112）が後続期初頭まで続いた（ ）。
黒海地域でも4c.は比較的平穏に推移したらしいが，大移動の端緒だった 年頃の諸民

族移動の背後に想定できる一時的寒冷化が先行期後葉以来の長期的な寒冷化，経済停滞（ ）に
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加わり，大西洋地域よりも冬季気温の低い（ ）当地域での小麦等地中海系作物の生産性を特異
的に低下させ，諸人口の移動性（ ）を増大させていた可能性がある。 年頃の急激な寒冷化
期の危機的状況（Opreanu,2004;p.119）と諸民族の集中的移動の後の低温期には植民地で
は自衛能力の低かった中小農園の放棄が進行した（Curta,2001;p.145）が，諸民族系武装組
織がローマ軍治安能力低下を補って縮小気味の社会と経済を維持できた。
黒海地域でも5c.中葉の温暖化と後続高温期（ ）には経済は成長したのだろうが，この時期
にも諸民族の散発的南下移動があったから，4c.に似た不安定な状態が続いたと考えるべき
である。6c.中葉の低温はこの長期的不安定を悪化させ，スラブ系諸民族（ ），Avr（ ）等の武
装勢力の活動を活発化させた（S.181，金原，1998;pp.53,63）。帝国軍の防衛線建設は 年
代半ばには諸民族侵入を漸減させたが， 年寒冷化期には侵入諸勢力とローマ軍の武力衝
突が増加した。黒海北岸では当期を通じて悪化した環境を嫌ったギリシア系住民の離脱が続
き，都市農村複合は6c.後葉のササン 西突厥系武装勢力の圧迫下で最終的解体を開始した。

． アジア
イラン高原では当期程度の軽度の高温期には乾燥激化と高温，本格的だった低温期には乾

燥緩和と低温とがそれぞれ相殺的に作用し，軽度の高温期には北半で，本格的低温期には南
半で農業経済が成長したから，ササン王国は安定支配を展開したが， 年前後の寒冷化期
には北方民族侵入に悩んだ。寒冷化開始四半世紀後に始まった北方民族侵入は軽度の高温期
の極大期（ ）近くまで続いた。 年頃の寒冷化と後続低温に対応した北方民族侵入は特にな
く（ ），乾燥の緩和したイエメンへの入植，キリスト教化を避けたアテネ知識人の大量亡命等
の最盛期的状況が出現した。
南アジア大陸部の4c.の軽度の高温下での繁栄は王国経済基盤が夏作依存度の高い二毛作

だったことを示唆する（ ）。本論では 年頃の寒冷化による伝統的な冬作依存への復帰が
年頃の温暖化に対応した夏作依存への転換を遅らせ，混乱が生じ，王国は消滅したが，地域
社会は政体の有無と連動しない安定状態（ ）を続けたと考える。ベンガルとテライ（ ）では寒冷
化と後続低温が降水量を減少させ，内水面縮小と河道安定が農耕を安定させた。半島部では
夏作主体農園を開設した農園主達が大陸半島部境界西部から各地に進出した。デカン高原中
西部での王国建設に参加した農園主達は軽度の高温の定着した5c.後葉に農園建設地帯を大
陸部南端に北上させた。6c.中後葉の寒冷化と後続低温下で大陸部と半島部北西端からの南下
移住者が半島各地で農園と小政体の建設を試みた。半島沿岸小王国ではインド洋貿易の発展
に対応して経済が成長し，スリランカでも当期初頭から開発が進行した（蔀，1999;p.5）。
中央アジア南西半では乾燥緩和が経済成長を促し，古代文化が繁栄した（ ）が，同北東半で

は寒冷化と低温が諸民族の（西南）西方移動（ ）を促した。4c.（ ）には南側草原の西部では地
域王国の支配が充実し，東部でも中国系農園主を加えた農業経済が成長したが，急激な寒冷
化は高緯度の東部全域（ ）と北側草原では先行的に開始し（ ），5c.初頭には全域的に本格化し
た（ ）。5c.中葉の温暖化に対応して，西部ではエフタル支配の定着，東部では南下意欲を
失った柔然の弱体化（Sinor,1990a;p.234）を典型とした武装活動の沈静化と北魏の統一が
あり，4c.に似た安定状態が出現した。しかし， 年頃の寒冷化で状況が流動化し，南下移
動を期待する北側草原諸勢力は東部では突厥，西部ではHazar(S.188)の陣営に結集した。
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北アジアでは民族誌的文化と連続的な原史文化が続いた（ ）。南辺地帯には高温だった先行
期後葉までに中央アジア北側草原系鉄器農耕民文化が展開したが，先行期末以降の寒冷化，
特に 年頃の急激な寒冷化と後続低温に対応して当時のこの地域としては大量の人口が南
接地帯に移動した（ ）。
中国では先行期末の寒冷化の影響が続いた期頭の状況（ ）は不安定だった（ ）。温暖化後には

経済が成長し，気温極大期には北部でも一定の発展があったが， 年頃から寒冷化が開始
し（ ）， 年に王朝が交代した。5c.中葉の温暖化と後続高温下で経済成長があった（ ）が，北
方民族系武装集団侵入の続いた北部（ ）の不安定が中部にも作用した。北部では安定を欠いた
まま 年頃の寒冷化（S.187）があり，後続低温下で経済停滞と政治的混乱が再開し（ ），北
部社会が安定を取り戻したのは低温への適応が進み（ ），北部王国が南部王国を併合した当期
末だった（ ）。しかし，南部および特に中部では巨視的寒冷化過程での北部の混乱を避けた移
住者達が加わり，農園の建設と拡充が続いた。
朝鮮半島から中国東北部にかけての諸社会も期頭には低温下で安定を失い，寒冷化に対応

して東進した鮮卑に「押された」高句麗軍が中国系植民都市を攻撃したが，当該都市内部で
は中国系有力市民の支配が変質しながら続き（ ），4c.中葉の高温期にはそれなりの発展が
あった。半島南半でも同時期に百済と新羅の建国があり，主要通商路を掌握した前者の発展
が顕著だったが， 年頃の急激な寒冷化（S.176）に対応して高句麗軍の南下活動が活発化
した。5c.中葉の温暖化に対応して高句麗では新王都を建設し（李，2000;p.56），中国北部
の混乱を避けた移住者達も加わった（早乙女，2000;p.131）発展があり，半島南部王国でも
農園開設が多く，後進的だった新羅の経済が成長した。 年頃の寒冷化は半島北部以北に
は低温（S.187）と不安定化をもたらしたが，半島南部では緩やかに作用した（ ）。
東南アジアの大部分では低緯度であるので気温変化の影響が小さく（ ），島嶼西半と半島海

岸地帯ではインド洋貿易の拡大が港湾都市と後背農園を好条件地点に建設させ（石澤，2001
;p.176，桜井，2001;pp.128132，桜井，石澤，1999;p.82），当期末には歴史時代が始まっ
た（Stark,2001;p.160）。さらに港湾近傍河川を流下させた食料を港湾都市に供給した
（Hall,1992;pp.202203）農園の増えた上流平野（西村，1998;pp.145151）でも都市農村複
合が成長した。当期中には中国南部王国最南端地域だったベトナム北部に近いChampaが
最も発展した南アジア系王国だった（桜井，1999;p.64）ことはインド洋貿易と東南アジア
都市経済が南アジアよりは東アジアの経済力により強く依存していたことを示唆する（ ）。チ
ベット高原では気温変動が強く作用し（ ），先行期後葉までの高温下で高原に「登った」農園
主達が先行期末以降の断絶的な寒冷化と低温とに対応して，高原東南辺に進出し，後続期の
吐蕃王国軍の活動を準備した。上記以外の諸地域（大陸部，半島内部，フィリピン（ ）を含む
島嶼東半）では低密度の鉄器農耕民が非農耕活動依存度の高い生活を送っていた。

． オセアニア
少数の無人島（ ）を除き，民族誌的文化と連続的な文化が続いた（ ）。東部ポリネシアでは動

物性食糧を飛べない鳥類に求めた住民が絶滅種数を増加させながらエクメネーを拡大し続け，
当期中にはハワイとイースター（S.182）の開発が進んだ。低緯度に位置する各地域には気
温変化は作用しにくいが，中世に続いた長期的低温が特異的に敏感な環境要素に影響し，諸
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文化に多少は作用した可能性がある（ ）。

． 北アメリカ
先進諸文化は低緯度に位置して気温変化の作用を受けにくく（ ），大部分の文化は多様な食

糧資源に依存し，寒冷化（ ）の影響を受けにくかった。中央低地の古墳築造文化では40°N
弱の北部社会は当期の低温を乗り切れなかったが，33°N以南の南部社会の受けた影響は小
さかった。乾燥地帯では乾燥緩和が成長させた文化が多く（ ），土器の製作使用開始で民族誌
的文化に近づいた文化も多かった。東アジア太平洋岸の経済発展に対応して増加した難破船
が北太平洋海流に乗って北西海岸に鉄器をもたらし，木材加工技術を向上させたのと同時に
鉄器をめぐる暴力事件を多発させ始めた（Martindale,2001;pp.87,93,98）。

． 南アメリカ
先進諸地域は気温変化の影響の小さい低緯度に位置するが，寒冷化の作用の強い高地もあ

り，中後葉には隣接高地の寒冷化が周辺地域に変化をもたらした。マヤでは低温とそれに伴
う少雨化（S.167）に対応して先行期以来の高地都市放棄が進行した（ ）が，低地では高地系
移住者を吸収した都市農村複合の拡大が続いた。6c.の寒冷化期（ ）にはメキシコ中央高原系
移住者が増加し始め（青山，2005;pp.151154），同後半には混乱が生じた（S.185）。
中央アンデス（ ）低地では乾燥緩和下で地域文化が発展した（ ）が，アンデス全体としては特
に高地で寒冷化が否定的に作用したから，当期は文化発展の大きな変換点だった
（Brownman,2002;pp.517）。中央アンデス高地では南部アンデス高地からの寒冷化対応的
人口移動があり，中央アンデス低地との文化的連続性が弱まった（ ）。赤道附近の北部アンデ
スでも低温傾向はあった（ ）が，民族誌的文化と連続的な文化が変化しながら続き，高地の少
ないパナマ地峡でも変化は少なかった（ ）。南部アンデスでも先行期文化と民族誌的文化の双
方と連続的な文化の続いた地帯が広かったが，中世文化の有力母体だったTiahuanaco文化
とジャガイモ栽培が当期の乾燥緩和下で発展した（ ）。その他の諸地域でも先行期と連続的な
文化が変化しながら続いた地帯が広かったが，高地と回帰線より極側の諸地域（ ）では寒冷化
が影響し，サブアンデス北部系人口がガイアナ，アマゾンへ（ ），同中南部系人口がブラジル
高原からパンパ（ ）にかけてそれぞれ移動した痕跡が認められる。

まとめ
当期の民族移動は軽度の高温期には弱いが明瞭な人口流入と生活地点数増加もあったが，

低温期に人口流出と生活地点放棄の進行した高緯度地帯（ここでは概ね45°N以北:以下概
数）と，乾燥気候下では乾燥緩和の好影響もあったが，北接地帯からの移住者が混乱させた
中緯度地帯北半（ °N）の現象だった。 °NS地帯では低温の悪影響を蒙った高
地，高地系移住者が間接的な影響を及ぼした隣接低地もあったが，全体的には着実に発展し，
特に乾燥地帯では乾燥緩和の好ましい効果が大きかった。赤道附近（10°NS以内）では高
地でも悪影響を認めがたい。高緯度地帯移住者が混乱させた中緯度地帯北半の地中海北岸と
全中緯度地帯で混乱の生じた東アジアの二大民族移動は本論の冒頭で説明した。
急激な気温変化があっても，中低緯度地帯では複合社会でも大変化は生じにくい（ ）が，高
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緯度地帯では寒冷化が経営破綻農園を増加させて経済混乱が始まり（ ），成長の主力だった先
進地域系農園主の支払う現物流通性が減ったことが先住民系指導者（ ）に暴力的とりたてを決
意させて，治安の悪化が始まった。混乱下の植民地都市（的集落）の支配者であり，周辺農
園（群）の経営者だった先進地域系有力市民が自己防衛の必要から先住民系武装組織を一括
雇用する慣行が発達しても混乱が終息せず，有力市民の撤退が続いたので，未払い賃金の支
払い，または先進地域での一括雇用を旧雇用主等に求める決意が先住民系指導者に「民族移
動」を実行させた（ ）。「ゲルマン民族の大移動」もこの「集団就職」的移住だった（ ）。

． 日本列島の状況
終末期を除く古墳時代にあたる当期中に定説では王国建設が続いたとするが，本論では王

国建設が中国統一後に始まった（ ）と考え，次稿で扱う。弥生古墳境界期の変化を本論では巨
視的寒冷化（ ）に関連させ， 半島西岸に本拠地のあった中国系農園主の経営放棄（ ）， 残
留農園主の半島系化（ ）， 古大和鉱山の生産再拡大と大和川流域再開発（ ）の三つに要約す
る。列島での古墳の選択的築造（ ）の原因は支配身分が遺体保存用水銀供給関係者だったこと
であると本論では考え（ ），半島系支配者の従者だった専門的身分が農園管理者（半島系支配
者の一夫多妻的現地家族）の古墳築造の実務を指導した慣行を想定する（ ）。
被葬者身分に応じた貴重副葬品を王国支配者が下賜したとする通説（ ）は王宮と下賜貴重
品の生産保存施設が未発見だから，考古学的には空論である。本論では貴重副葬品盗掘再利
用を提唱する。貴重副葬品は半島系支配者が半島西岸以遠で個人的に入手し，各地の農園管
理者（被葬者（ ），同遺族）に管理職手当的に贈与した（ ）。古墳築造から石室閉鎖までを指
導，主催した専門的身分（の現地家族）のほとんど全てには被葬者遺族への不満があり（ ），
新古墳を築造した身分的専門家が遠隔地から慣行的に訪問した親類筋の身分的専門家に報復
的盗掘を教唆し，後者が盗掘した貴重副葬品を当該身分内で広域交換し，他の遠隔地の新古
墳に他の身分的専門家が収納し，その専門家が親類筋の専門家に盗掘を教唆し，．．．を繰り返
せば，少量の輸入貴重品を多数新古墳に収納できたのと同時に，早い時点でほとんど全古墳
が盗掘された事態（ ）を説明できる（ ）。
最重要の半島内拠点を維持できず，または近未来の維持不能を確信し，生活拠点を列島内

の複数の現地家族管理農園の一つに移した（ ）亡命貴族達が半島での身分関係（ ）を母体にし
て，列島内での戦乱を経験せずに（ ）新秩序を構築したと本論では考える。さらに5c.後半の
短高温期に急成長した新羅系武装勢力が6c.中葉の寒冷化に対応して半島南東端に進出して
日本府を併合してからの二世代間は列島内に強い影響を及ぼした政体が消滅していたと考え
る。列島では当期末まで先王朝状態が続いたが，中国統一後の北部王国向け水銀輸出途絶が
情勢を一変させた6c.末に王国建設が始まったと本論では考える。

． 人類の海上進出
移動技術発達前に人類が海水に入る海上進出があったとする想定は完新世ですら海水中の

移動者の精神状態を正常に保つ海水温（ ）が赤道海域に限られた上に，高水温海域（ ）ではサ
メ被害が激しい（ ）から，容認できない。Sunda-Sahul両海域では含水膨張率が樹幹より大き
い刺を打ち込んだイカダ，樹脂をぬって防水性を高めた樹皮布を手で折れる太さの枝でくみ
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立てた枠にはったカヌー等の旧石器的技術が発達したが，一般的には磨製石斧で加工した
（ ）丸木舟（単材刳舟）が早い時期からの海上（ ）交通手段だったと考える論者が多い。丸木
舟は衝撃に強く（海事科学財団，1977;p.10），耐用期間が長い（出口，2001;p.27）が，大
型原木から大形丸木舟をつくる（ ）と素材木質の生体的位置による不均質が重心を外形に対
応した浮力作用点からずらし，船体を回転させるので，安定性に欠ける（ ）。
金属利器は切断素材の組み立てを可能にして，重心と浮力作用点とを接近させ，水上での

安定性を飛躍的に増大させた。幅狭く，不安定だが，耐久力のある単材削出船底に金属器で
加工した板をバランスを考えてのせた準構造船は水と食糧の積載量を増大させて，海上進出
の二大課題の一つ（長距離航海の実現）の解決に近づけたが，横帆（手こぎ併用）期には航
路が限られ，沿岸でも天候急変に応じた機敏な帰港が困難である等の欠点を克服できなかっ
た。メラネシア東部の新石器人口が開発した縦帆技術は海上進出の残った大課題（逆風に流
されない帆走）を解決し，中世には旧大陸高文化地帯でもこの技術を導入できた。
島嶼動物相の単純さ（Whittaker,1998;p.34）は，金属利器がなく，大型木造船は製作し

にくかったが，縦帆技術を開発したオセアニアの大航海者達が意識した重要問題だった。も
ともと少数種の狩猟対象動物の主要部分だった飛べない鳥（ ）が人類上陸からの長くない数
百年以内に（Kirch，2000;p.259）急減し始めると，新発見島での飛べない鳥の気楽な狩猟へ
の期待が大航海を敢行させ（ ），広大な海域に展開した多様な文化を中世初頭までの考古学
的短期間に一体化させたと本論では考える。離島固有種絶滅の原因には歴史時代の小肉食家
畜の導入，病虫害性小動物の非意図的持ち込み（Whittaker，1998;pp.230232）を考えやす
いが，先史時代人が早い時期から生物相破壊を進行させていたことも考慮すべきである。

． 初期金属器文化
以下では金石併用文化と青銅器文化を一般的に扱うが，考察の中には湿潤地帯で森林を伐

採した跡地の人為草原を耕地化し，安定した降水を利用できる都市農村複合を建設し，降水
量の安定しない乾燥地帯の農業経営の不安定性（ ）から生じた「文明の興亡」を克服しはじ
めた初期鉄器時代も含める。金石併用文化の主要使用金属のCuの地殻賦存量（ ）はFeの約
千分の であり，Ag（同賦存量はCuの約百分の ），Au（同量はAgの約百分の ）とと
もに融点は低いが，Fe以外の三元素の合金は利器には利用できず（ ），石質利器の製作使用
が続いた。併用文化には耕地拡大能力がなく，銅器の製作使用の続いた非都市文化，ステッ
プ地帯には銅器利用もなかった都市文化もあり，金石併用自体には高度文化を発展させる力
がなかった。原料自然銅が小型化，最終的には砂銅化する過程で熔解技術と多様な合金の試
作的技術が発展し，考古学的長期間を経て青銅器製作に移行した。
青銅器文化の最大の課題は合金副元素のSnの地殻賦存量がCuの 分の であること

だった。この特性が先進地帯から遠い地点でのSn資源開発を促し，青銅器文化の長距離拡
散を助けた。素材を長距離輸入した伝統的先進地帯が青銅器文化開始後にも中心的地位を
保ったのはSuの低い融点（ ℃）が合金熔解温度を下げ，加工用木質燃料を節約させた
ので，草原環境にあり，もともと少なかった木質燃料がさらに減少していた伝統的先進地帯
でも青銅器を生産できたからだった。先進地帯内備蓄青銅器の再利用でも燃料問題は深刻化
しなかったが，熔解時にSnが酸化，昇華して失われたから，Sn産地以外の後進地帯では製
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品中のSnが不足して利器的使用が制限され，石器の製作使用が残りがちだった。先進地帯
では少量の木質燃料を工夫した方法で消費して製作した青銅器利器を木質加工具に用い，織
機と繊維，木造の建築と造船の技術が発達し，農耕条件に恵まれた後発銅錫産地では都市農
村複合が急速に発展したが，燃料用森林開発が低調で，耕地拡大能力は小さかった。
鉄器の長所はFeの地殻賦存量が大きいだけでなく，利器用合金（鋼）副元素のCが無尽

蔵にあることであり（ ），短所は加工に高温を要することである。高温実現に必要な森林資
源の多かった後進地帯で砂鉄から原料鉄を生産して長距離運搬し，先進地帯で少ない地元燃
料を工夫して利用し，製品の最終加工に特化させる大地域生産体制を構築すれば，青銅器文
化の先進地帯でも伝統的中心性を維持できた。初期鉄器時代には余剰気味の青銅を先進地帯
では神像に多用し，神格の実体視を強化して，多神教を発達させた。同じ余剰青銅製品を後
進地帯では原料鉄主体の先進地帯向け輸出品の対価として輸入し，各地帯固有の器形に改鋳
して現物通貨的に流通させ，盗難から通貨的青銅製品を守る埋納慣行を発達させた。鉄器文
化の後進地帯では各時代の大型伐採具を多用し，着実だが低収益の農園の建設を目的にした
のでは進行しえなかった大面積の森林伐採が，屑鉄不足から生じた先進地帯での高鉄価も背
景にした高利益の原鉄生産を目的にして急進展したが，伐採跡地の耕地化は労働人口の増加
に合わせて緩慢に進行した。原鉄生産は広葉樹（ ）のある森林地帯に広がったが，インドネ
シアの雨林地帯では製鉄作業に必要な乾燥を確保できず，大針葉樹林の展開する北アジア以
東では低温で変質しにくい輸入鉄器の利用にとどまり，オセアニアと両アメリカには鉄器文
化が拡散しなかった。

． 完新世前半の気温変動
筆者の考える最適暦年を附記したCampCenturyProleの該当部分を示し，読み取れる
気温変化を要約する。最終氷期最寒期（LGM）終了後の晩氷期（LG）中に気温は回数と絶
対年代とが未確定の亜氷期と亜間氷期を経て上昇し，最終亜間氷期に完新世低温水準の気温
が一時的に出現した後の最終亜氷期（YoungerDryasstadial：図中の'Y-erDry.'）が終了し，
完新世が始まった。
Preboreal期（'preB.'）は完新世前半の三古気温期の第一期であり，期頭の急激な温暖化

後の 年間には寒冷化傾向があっても完新世の軽度の低温期程度の相対的高温を維持した
が， ．kaBCに寒冷化があり，期末まで完新世としては明瞭に低い気温水準が続いた。地
上氷雪が融解し，海岸線は標準的には－ m.地点から－ m.地点に後退した。
Boreal期（'B.'）は完新世前半の三古気温期の第二期であり，先行期（preB.）の続晩氷期

的水準から後続期（At.）の間氷期的水準に気温が移行した温暖化期だった。 ．kaBCの急
激な温暖化後の 年間には短高温期と短低温期が交代する不安定状態が続いたが， kaBC
に急激な温暖化（南西アジア考古学の 'neolithicgap'）があり， 年間の Boreal
hypsithermal(BH)が始まった。海岸線は－ m.地点から－ m.地点まで後退した。
Atlantic期（'At'）は完新世前半の三古気温期の第三期である。当期は完新世の /弱を占

め，最短二期（ 年の B.，Subatlantic両期）の ．倍，当期に次いで長かった後続
Subboreal期の ．倍の長期間は一様な高温期ではなかった。当期中に海岸線は－ m.地点
から+ m.地点まで後退した。早期At('eAt')は当期の最初の 年間であり， ．kaBC
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の急激な寒冷化後の短低温期を急激な温暖化が終わらせて軽度の短高温期が出現し，再寒冷
化と軽度の短高温期を経て，完新世中間値を割らない高温期（earlyAt.hypsit.:6.2
5.6kaBC）が始まった。中後期At.(mlAt.)は巨視的には完新世最長の高温期だったが，完新
世中間値を割らなかった高温継続期は 年の中後葉の 年間に限られた。前葉の 年
間は不安定期で， ．， ．kaBCの寒冷化で完新世中間値を割った短低温期が出現したが，
前後の気温が高かったので，低温の影響は限定的だった。 ．kaBCの急激な温暖化後の
年間はやや低温だったが，その後は ．， ．kaBCを頂点とした高温状態が続いた。この高
温は気候区分境界を極側，高地側，さらに海洋の影響を強めて内陸側にも大きくない範囲で
移動させた。気候変化緩和作用のある森林被覆下での変化は緩やかだったが，乾燥地帯の内
陸側では蒸散量が増大して乾燥化し，内陸側の乾燥地帯と海岸から内陸方向に拡大した森林
地帯とが狭い移行帯を介して接近した地点もあった。期末までに海水準が高まり，平坦な海
岸地帯では降水量増大に対応して拡大した淡気水内水面が後退した海岸線の内陸側の現地表
面に発達しがちだった。末葉（'t.At.'）には ．kaBC（よりやや遅い時点）の急激な寒冷化，
．kaBC（よりやや早い時点）の急激な寒冷化があった。この 年間は全体として完新世
前半末の最高温状態が同後半の低温状態に移行した「ゆらぎの大きい寒冷化期」だった。

註

（ ） たとえばアルプス（Lamb,1982;p.158），北欧（ヒースマン，2000;p.120），パタゴニア
（S.166）。

（ ） Borroughs,2007;p.255。5c.の低温は世界的であり（S.171），特に高地では温帯（S.174,176），

Y-er Dry.

9.3kaBC

preB.

B. eAt.
7.8kaBC 6.6kaBC 5.6kaBC

eAt. mlAt. tAt.
6.6kaBC 5.6kaBC 3.6kaBC 3.1kaBC
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熱帯（S.173174）を問わず，高緯度地帯でも北半球（S.171,174,175），南半球(S.173,174)を問
わず，著しく低温だった。

（ ） ヨーロッパの高地，高緯度地帯の年輪資料が 年頃から始まることは5c.前半の低温が5c.
前半の当該地点を草原化し，年輪資料を準備させなかった事態を想定させる。

（ ） Borroughs,2007;p.254。高緯度地帯では両半球での寒冷化が著しかった。
（ ） 6c.半ばには弱い温暖化があったらしいが，メロヴィンガ朝の宮廷陰謀惨劇，西突厥軍のロー

マ帝国領侵入，北周軍の南進等は低温状態が後続期初頭まで続いたことを示唆する。
（ ） 五胡十六国時代の移動と寒冷化の対応も広く知られている（妹尾，1999;pp.1921）。
（ ） 寒冷化の最大の悪影響は栽培北限地帯では主作穀物の不足だが，農学的知識の不足する論者

も多い（たとえば長澤，1996;p.415）。
（ ） 家族ぐるみ移動は経費を自弁できた支配的部分に限られた。大部分は女性現地調達意図を

持った再生産年齢男性であり，家族同伴の支配層男性も移動先の好ましい女性との一夫多妻的
関係を期待しがちだった。前近代的移動では少数の「運ばれる女性」が多数の「運ぶ男性」を
必要とし，女性が運ばれることがその家族男性の支配的地位を立証しがちだった。

（ ） 移動先の有力支配者が領地を与える等の「支払い」をしなければ，有力支配者の好意と負に
相関した破壊活動をその地点で展開した。

（ ） 寒冷化がほぼ等間隔（ 年）だったから，傾向的寒冷化の悪影響の蓄積が民族移動を
促した印象を受けやすいが，民族移動は当期を細分するゆらぎに対応して進行した。

（ ） 赤道附近の多雨化（S.165,172），中緯度的南アフリカでの温暖化（S.182）は当期中の軽度の
短高温期の現象だったのだろう。

（ ） Philipson,1985;p.166。Niger河畔では内水面が安定，縮小して都市の成長が進んだ
（McIntosh&McIntosh,1993;p.631）。西端地帯では米作が拡大し（Wai,1981;pp.616617），
多方面での技術発展が著しかった（DeCorse,2001;pp.315317）。

（ ） SC地域中部に南接する先行期の鉄器文化先進地帯では生活地点が特に増加しなかったから，
条件の好転したSC地域中部への南接地帯系人口の移動があったのかもしれない。

（ ） 当該地帯の鉄質遺存の劣悪な条件は鉄質遺物不出土遺跡を新石器的であると断定することを
ためらわせる。

（ ） 当期中のインドネシア系航海者のマダガスカル到達（Vérin,1981;p.706）は東南アジア原産
作物のアフリカ定着と同時代的だった。

（ ） 高標高の湖間地域での遺跡形成の低迷も寒冷化 低温期現象だったのだろう。
（ ） 6c.中葉のペスト大流行（S.180）の原因に低温下での乾燥緩和（S.181）が媒介動物の繁殖と

移動を助けたことを加えるべきである。
（ ） 対ローマ戦争が都市を荒廃させ，参戦旧市民が遊牧民化して都市的商業活動を代替し，政治

勢力に成長したとするアラブ興隆論もあるが，王国間戦争の一般的目的は敵対王国系都市の破
壊で発生した難民的都市住民の吸収による自王国系都市の拡充にあったから，破壊のみを強調
するのは明らかに不合理である。

（ ） 旧都市国家人口が帝国（南半）各地の都市に移住したのと並行し，半島では低生産性部分か
ら農地放棄が進行した（Alcock,1993;p.91）。

（ ） 先行期末の寒冷化期的混乱下で継承に困難の生じた高度技術の水準は急速に低下した（尚樹，
1999;pp.298299）。

（ ） 5c.後半には軽度の高温に対応した乾燥化もあった（S.188）が，巨視的低温の断絶的乾燥緩
和効果が南岸都市を発展させたことをイエルサレムの極大値的拡大（Avi-Yonah,2003;p.180）
に看取できる。



97サブアトランティック期末葉の気温変動と世界史

（ ） 古気候学者が早くから指摘した当期の少雨傾向（Lamb,1982;p.154）は軽度の高温期の現象
であり，全体としては同一著者の指摘した低温（Lamb,1977;p.430,g.17.3,17.4）と多雨化
（S.180）の融合した西岸海洋性化傾向が支配的だったのだろう。

（ ） TheodosiusI世と後継Honoriusの「能力差」は急激な寒冷化の前の安定と後の混乱を反映
した差だった。

（ ） 首都周辺での燃料林の減少が経済成長を抑制した（Munroe-Hay,1993;pp.619620）。
（ ） 東ローマ帝国の要請に応えた軍事活動とされるが，同王国支配層は乾燥緩和で急成長したア

ラビア諸都市をササン王国と争奪する戦闘と考えたのだろう（Ehret,2002;p.291）。
（ ） 長期的低温傾向で民族誌的人口の高原南下を説明できる。降水量を減少させた（Faure,1981

;p.388）低温継続下での高地経済の成長の背後には先行寒冷期に南下し，後続温暖化期に高原
に登った人口移動があったのだろう。

（ ） 2c.の高温下での乾燥激化がMeroeの当時の「急速な没落」（Phillipson,1981;p.157）の背因
だろう。260年頃の寒冷化（乾燥緩和）で経済は回復したが，4c.前半には軽度の高温下で経済
が失調したと考える。

（ ） 破壊後の寒冷化（乾燥緩和）に対応して新文化が発展した（Shinnie,1978;p.269）。
（ ） ダムを破壊した多雨化（S.181）の原因は低温下で発達した冬のシベリア気団と高温多湿気団

とが低空で衝突して生じた地域的降水量増大だったのだろう。
（ ） 北方民族が自給的に生活した放棄ローマ系農園跡地（佐藤，1998;pp.910）が多かった。
（ ） ブリテン島でも小康状態が出現した（青山吉信，1991b;pp.5354）。先住民社会の伝統的支

配身分が先行期末以降の離脱ローマ系農園主の「あとをうめられた」地点では4c.の経済成長
期（瀬原，1993;9.71）には上述支配身分が政治，軍事組織の要職を占める体制が定着した(木
村，2001;p.53）。

（ ） ブリテン島では経済の大混乱下（Johnes,2001;pp.280,282）でローマ支配が終わった
（Johnes&Mattingly,1990;pp.308310）。ローマ軍将兵移動として5c.前半に始まったアングロ
サクソンのブリテン島移住の本格化はその後の軽度の高温期に進行した（Dark&Dark,1997;
p.135，青山吉信，1991a;pp.75,82）。

（ ） ブリテン諸島での破壊的多雨化（S.180）は当該緯度の気温低下よりもメキシコ湾流の表層温
低下が小さかったので，（冬期）低気圧が発達し，偏西風に流されて次々に海岸を襲った結果
だった。 年の急激寒冷期にも低気圧巨大化はあったが，6c.中後葉よりもさらに低温だった
ので，さらに強大なシベリア高気団に押された偏西風帯が極側にずれ，ブリテン諸島が破壊的
水害から逃れられたのだろう。5c.の北海沿岸での高潮多発（S.171）もこの時期の低気圧巨大
化の結果だったと考える。

（ ） 高地では寒冷化が特に深刻だった（S.171）。
（ ） 北欧各地の丘陵上防御集落の建設もこの時期に進行したのだろう。
（ ） この時期に多かった埋納金（Au，ヒースマン；2000;pp.2123）の遺物化は盗難を恐れて資

産を埋めて隠した当人が資産を回収しなかったこと，つまり高い移動性と不安定な生命状態を
示唆する。

（ ） 3c.後葉から7c.初頭までの当地域は「歴史の闇｣（Castellan，1989;p.17）にあった。
（ ） 低温下で冬期のシベリア高気団が発達して偏西風帯を極側に移動させ，同気団西端から西に

吹き出した寒気が冬期と特に初夏の気温を下げ，農耕条件を悪化させたのだろう。
（ ） ドナウ流域植民地荒廃の直接的原因は民族移動だった（尚樹，1999;p.70）が，背後には寒

冷化，低温と深刻な経済不振があった。
（ ） 中緯度高圧帯の北上を想定させる少雨化（S.178）は軽度の高温期の現象だったのだろう。
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（ ） 井上， ；p. 。 年以前にも 回の南下があったが， 年以降に比べて散発的だった
（清水，1983;pp.205206）。スラブ関連記述の絶対年代も 年以降に限られる。北西スラブ系
諸民族の移動（市原，2005;9.1,3639）は寒冷化，低温対応行動ではなく，7c.初頭以降の温暖
化，高温対応行動だった。

（ ） 6c.中葉に始まった Avrの軍事活動の 7c.初頭以降の終息（Szadeczky-Kardoss,1990;
pp.207,212）は寒冷化と諸民族武装活動の対応の好例である。

（ ） 年頃。同時期の南アジア産土器のペルシア，オーマン両湾岸，マクラーンへの輸出途絶
（Kervan,1996;p.42）は乾燥激化による港湾集落の購買力低下の結果だったのかもしれない。

（ ） 年頃よりも 年頃の寒冷化が緩慢だったことと中央アジア諸民族の西方移動の慣習が強
まったことが 年以降のイラン高原で北方民族侵入が目立たなかった原因だったのだろう。

（ ） マウリヤ帝国消滅からグプタ王国建設までの大陸部の安定大政体欠如期（山崎，2004;
p.113）は長期高温下で年数を費やして伝統的冬作（地中海系作物）依存から夏作依存に転換し
た過程でもあったのだろう。

（ ） 4c.南アジアの社会的混乱（S.170）がローマ帝国の混乱に似た状況を同時期に期待する民族
主義的主張である可能性がある。

（ ） ネパール原史社会の形成（佐伯，2003;p.73）は特に5c.前葉の低温期に縮小したテライ内水
面を突破した南アジア系人口と先行期末以来の寒冷化に対応してチベット高原南斜面に移動し
た先住民人口とが融合した身分社会の形成だった。

（ ） 1c.後半以降を連続的繁栄期とする見解（長澤，1986;pp.145147）は気温変動の悪影響を無
視する印象を与えるが，1c.中葉までの相対的低温と3c.後葉以降の長期的低温の下での乾燥緩
和が南側草原諸文化の成長を断絶的に促したことを指摘するとも解釈できる。

（ ） 中央アジアでは夏期気温の地域差は小さいが，西よりではメキシコ湾流の影響で冬期気温が
下がりにくいので，寒冷化，低温期には一般的な赤道方向に加えて西への移動量が増加した。

（ ） 弱い乾燥化が進行した（S.169）。
（ ） 年代中葉に混乱が生じ，統一王国が消滅した。
（ ） Hunの移動が開始した（Narain,1990;p.182）。
（ ） 乾燥緩和（S.178）は全域的だった。5c.初頭の柔然最盛期（林，2000;p.56）は経済成長より

は寒冷化の本格的進行に対応した南下武装組織の結集の成果だったのだろう。
（ ） サハリン，オホーツク海岸，千島列島でも初期鉄器文化遺跡が形成された（菊池，2004;

p.163）。
（ ） マジャールの南下（S.179）が典型例である。南接高文化地帯で多数の北アジア系移入者を記

録した時期に北アジアの生活地点は減少した（大貫，1998;pp.187189,203）。4c.の軽度の高
温期には経済の成長した地帯もあった（臼杵，2004;pp.17,198,204）が， ，6c.には沈滞し
た（喬，2007;p.224）。

（ ） この時期の「大旱」（S.165,167169）は太平洋気団が弱まって生じた夏雨減少だったのだろ
う。3c.以降の江南低地水田の塩害（北田，1999;pp.166169）も降水量減少を示唆する。

（ ） 北方民族武装勢力侵入下での八王，永嘉の乱（S.167168），晉室南渡が典型的だった。
（ ） S.176。冬の雷雨の多発（S.178）は高温期の最低水準温度の寒気団の上に高温期には張り出

さなかったより低温の寒気団が乗って，界雷が発達しやすかったからだろう。高温期には沿海
部に停滞しない寒帯前線が低温期に強い内陸高気圧に押されて中国北部まで張り出して生じた，
とも表現できる。洪水多発（S.177）は強い内陸高気圧が内陸侵入を妨げた太平洋気団が海岸地
帯のみに雨を降らせた現象と考える。

（ ） 梁武「天覧の改革」（窪添，1996a;pp.177178）はこの発展の一部だった。
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（ ） 都市の混乱は36°N以北で顕著だった。
（ ） 窪添， a；p. ， b；p. 。6c.前半の反乱と大移動は急激な寒冷化期の適応不全現象

だった。6c.中後葉の「半失業商業人口，流亡農民」（川勝，1982;pp.387388）は低温下の小
麦作拡大が小麦収穫期のみに農業労働に，他の一年の大部分は雑業に，それぞれ従事した人口
の急増を示唆する。

（ ） 6c.末からの海岸地帯内水面拡大（S.187）は4c.洪水多発（註58 参照）に似た現象だった。
（ ） 575年頃の寒冷化に対応した混乱で北周が消滅した。
（ ） 東北地方南部系移住者が発展を促した（金，1989;p.110）。
（ ） 新羅の故地（慶州）は気温が半島南端中東部最温暖地域と同水準の特異地帯であり，寒冷化

の作用も緩かだった。
（ ） 気温変化がやや強く作用する内陸，特に高地での社会，経済の変化が海岸地帯に間接的変化

を及ぼした。6c.中葉の扶南支配地域南下の原因も寒冷化に対応した北方内陸民族の南下だった
（石澤，1999;pp.7475）。寡雨地帯のエーヤワディ中流域の都市文化（伊藤，2001;p.202）で
も低温下での乾燥緩和が発展開始の条件だったのだろう。

（ ） 末期を除けば当期中を一貫して中国で南北王国並立が続き，シルクロード利用を北部王国が
妨げた南部王国貿易の関係者が通商路を南洋に求めた（Hall,1992;p.176）ことがインド洋貿易
の発達を促したことも東アジア経済の相対的大きさを物語る。

（ ） S.169。高原では4c.初頭の低温から後葉の軽度ではなかった高温に移行し， 世紀前葉には
4c.初頭よりもはるかに低い水準まで低下するなどの高地特有の激しい変化があったのだろう。

（ ） Dizon,1983;p.12。有炉製鉄は10c.以降だ（Peralta,2000;p.38）が，野焼製鉄が早くから始
まっていた可能性が高い。

（ ） ニュージーランド，ケルマディック，チャタム（Irwin,1992;p.216）。
（ ） 後続期に大きな変化の始まったミクロネシアも平穏だった（Rainbird,2004;p.1081）。
（ ） 4c.中葉の軽度の高温下での m.の上昇（S.165）などの大海面変動は認めがたいが，長期的

低温が海水準を少しだけ低下させ，大人口を維持できない点を除けば好条件の（Menard,1986
;p.204）低島（サンゴ礁）の生活をやや安定させて航海者の仮拠点設定を多少容易にし，その
先に高島（火山島）を発見して本格的拠点を建設しやすくし，航海者の活動を少しだけ容易に
した程度の変化は考えてもよい（次稿以下参照）。

（ ） Teothihuacanは高地にあるが，乾燥緩和が低温を相殺し，当期末の低温（S.185）を除けば
大きな困難に直面せず，国際関係（Adams,1977;pp.252253）と通商（Kolb,1987;pp.112,
117）が発達した。Teothihuacanとアステカの発展の並行性（Knight,2002;p.73）は当期の低
温と中世低温の並行性で説明できるだろう。

（ ） カルフォルニアの低温（4c.,S.167），寒冷前線の発達と停滞によるニューメキシコの洪水多発
（6c.後半,S.185）は低温現象であり，ネバダの乾燥（4c.,S.167），（亜）北極圏での諸文化の北
上（5，6c.,S.185）は軽度の高温に対応したのだろう。

（ ） Knight，2002;p.77，S.175，185。4c.のグレートソートレークでの早期Fremont文化遺跡の使
用（Dean，2001;p.199）は乾燥緩和では説明しにくく，塩交易の関与を考えうる。Hohokam系
遺跡に ，6c.の使用例が多く，7c.の例が少ない（Dean,1991;pp.7980）のは前者の乾燥緩和，
後者の乾燥激化の結果だろう。

（ ） 先行期前葉の低温下で北部では既に放棄が始まっていた（Sharer&Sedat,1987;p.434）。
年火山爆発放棄原因説（Henderson,1997;p.134）には年代差と作用範囲のずれの問題がある。

（ ） 4c.の赤道側での都市建設は寒冷化に対応したのだろう（Sharer&Traxler,2006;pp.301,306）。
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（ ） 低緯度だから気温変化よりも降水量の変化が大きく，6c.の低温期には少雨傾向が生じた
（Silverman&Proulx,2002;p.253）。

（ ） Shimada,1994;p.2，関，1997;pp.107,118120。Mochica文化は先行期前葉の低温期の乾燥
緩和下で発展を始め，先行期中葉の高温期を乗り切って，同末葉から当期にかけての低温下で
最盛期を迎えた。 年頃の寒冷化に対応した南部の発展， 年頃の寒冷化に対応した
PampaGrande（狩野，1990;pp.433435）の発展等のやや細かい変化もたどれる。後続期初頭
には温暖化期の洪水多発（Bowden,1996;pp.266267），乾燥激化による当該文化の消滅（関，
2006;pp.231 ）があった。6c.末の乾燥激化（S.183）は7c.初頭の温暖化対応現象を長くな
い数十年間だけ古く見積もった結果だろう。

（ ） 南部高地系人口は寒冷化に対応してアンデスの東西両斜面から低地にも進出したが，太平洋
側斜面では移動先の低地人口が相対的に多かったので，移動の痕跡を残しにくかった。

（ ） S.184。6c.の多雨（S.181）は 年頃の軽度の高温期の現象をやや早めに考えた結果だろう。
（ ） 地峡北部ではマヤ高地での寒冷化の間接的影響があった。
（ ） 狩野， ；p. ，関， ；p. 。 年頃の軽度の高温期に生活地点数が最大化した
（Goldstein,2002;p.339）。

（ ） 回帰線よりわずかに赤道側のカリブ諸島でも6c.には低温の影響があった。当該期の諸島嶼
の多雨傾向（S.186）は寒帯前線の南下の結果だったのだろう。

（ ） 当期のMarajo島最古の土器文化（Roosevelt,1991;p.381）もこの移動と関係したのだろう。
（ ） Tupi系移住者の他の痕跡を認めがたい地帯でもサブアンデス系土器の製作使用が始まった。
（ ） 利用食糧資源が多様で，最少数の「主食」のない未開社会では一部資源を減少させる気温変

化が他の一部を増加させるから，変化の影響が小さい。最少数高生産性種への依存を前提にし
た高度複合社会では当該種の生産性を低下させる気温変化が食糧需給を逼迫させ，可処分所得
を急減させる。当該種の栽培条件が限界的でなければこの変化は緩慢で，大混乱は生じないか
ら，急激でない温暖化（寒冷化）後の短高温期（低温期）が急激でない寒冷化（温暖化）で終
わると，複合社会でも変化の明確な痕跡は残りにくい。

（ ） 先行期末までの先進地域系農園での生産拡大が地域経済を大きく成長させた北辺地帯では当
期の寒冷化と低温が先住民系社会にも強く作用した。

（ ） 植民地社会で警備会社的機能を果たしていた先住民系有力者はその機能を発揮し，先住民が
正当と考えた（暴力的）「とりたて」を実行しただけだった。

（ ） 北方民族系武装勢力を警備会社的に活動させれば治安を回復できると考えた宗主国農園主が
武装勢力の政体建設を援助し，武装勢力の有力構成員の宗主国系農園主家庭への婿入りを容認
したから，少数世代後に武装移住者の痕跡は消滅した。

（ ） 妊娠出産と乳幼児哺育を繰り返し，移動しにくかった女性，つまり民族再生産を伴う「真の
民族移動」は実質的にはなかった。

（ ） 中世居館址とされていた当期遺跡もあるから，王宮遺跡があれば巨大遺構の存在を現地表で
確認できるか，そうでなくても歴史時代に確認できた旨の記録，伝承があって当然であるのに，
それらしい確認，記録，伝承がなく，巨大遺構の今後の発見の可能性も極端に低い。行政発掘
が展開したのに，列島では古墳時代の王都どころか王宮も未確認であり，最古の王宮伝承は当
期末建設の王宮らしくない寺院（元興寺）にとどまる。この状況はその時期の「日本」が半島
東南端，つまり半島住民にとって日の出の位置にあったことを示唆する。

（ ） 4c.の恵山系生活地点の放棄，道東と道央に限られていた後北，江刺系生活地点の全道拡散，
5c.の後者の東北地方中部までの南下（S.170）は低温期現象だった。

（ ） 中国（北部）と列島の間の伝統的半島西岸経由通商路の最高緯度地帯の遼寧省南部で強かっ
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た寒冷化の悪影響が，この通商路を往来して列島製品を輸出した中国系農園主に，輸出品生産
と，同生産従事先住民系労働者を動員して同労働者に供給した主要現物賃金（米）の生産（つ
まり農園経営）との双方を，各農園の事情に応じて放棄させたことが弥生時代をゆっくりと終
わらせた。

（ ） 混乱進行下で列島内諸経営を維持した残留農園主達が南下意欲を強めた高句麗系武装勢力を
治安維持に利用し，武装勢力有力者達が旧中国系農園主の経営放棄農園の管理人家庭（旧農園
主の一夫多妻的現地家族）に一夫多妻的に婿入りして農園等の経営を継承し，または新農園等
を建設し，古墳時代がやや急速に開始した。

（ ） 古大和鉱山の生産再拡大は中国の政治状況と直接的に関連した。中国北部王国では政情は不
安定だったが，富裕層の中国南部産品需要が水準を維持し，南部製品と同一の特産品を南部諸
勢力の介入なしに供給できた列島（南半）では北部王国向け輸出品の生産量が増えた。特産品
の中では水銀が特に重要だった。北部王国有力者死亡時に遺体保存用に（当時としては）大量
消費した水銀を中国南部大産地から輸入すれば，有力者死亡時の北部王国の政治的混乱と軍事
力低下を推測した南部王国の軍事的侵入を誘発しかねなかったので，南部産水銀の輸入を避け，
列島産水銀を輸入したからである。

（ ） 他の大型施設（都市，宮殿，道路，港湾等）を築造せず，定型的墳墓だけを大きく築造した
こと。横穴式古墳の築造開始が列島では5c.中葉ならば半島南半（東，1997;pp.204,242,245）
よりも早い。 ，5c.に高句麗領内に移住した中国北部系住民（三崎，2006;p.270）の一部が半
島では入手できないが，北部王国に輸出すればもうかる商品を求め，列島（南半）で活発な活
動を展開したことが横穴式古墳の築造開始を早めたのかもしれない。

（ ） 半島古墳との構造差を無視し，列島古墳の墳丘規模に高い評価を与える論者が国内での発見
を期待する王都，王宮等を古墳時代支配者が築造しなかったのは，彼等には古墳築造の技術は
あっても，王国諸施設を築造する必要も技術もなかったからだった。

（ ） 古墳築造技術の世代間継承のあった専門的身分の半島系従者達が，半島との往来が列島内活
動を制限した支配身分の指示をうけ，支配身分に同行し，またはもっと頻繁には同行しないで
列島各地を移動し，各地に自らの一夫多妻的現地家族を展開し，古墳築造指導の傍らで消耗の
激しかった水銀鉱山労働者等の供給を助けたと考える。

（ ） この説は当時の政体の具体的機能を発見できない論者の苦し紛れの思いつきの印象を与え
る。この程度の機能のみを思いつかせる政体は存在しなかったと考えるべきである。

（ ） 被葬者達の主体は農園管理者家族だったが，「墳墓の地」が半島にあった支配者達も列島内
で「横死」すれば関係古墳に収納したのだろう。

（ ） 農園労働者の一部を水銀鉱山等の遠隔地施設に派遣させて生じる農園側の労働力損失を埋
め合わせる現物流通性として貴重副葬品を与え，さらに予定期間を勤め終えて帰郷すれば結婚
させることを約束し，その労働者が結婚相手（のいる農園の管理者に結婚でその女性がその農
園を去って生じる労働力損失の埋め合わせ）に支払う婚資として(労働者当人ではなく）その
男性のいた農園の管理者に貴重輸入品を与える慣習があったことを想定できる。

（ ） 古墳築造には厳密な規制はなかったが，一応はあった各時点の「常識」を少しづつ破る
「流行」の古墳をつくりたい被葬者達の期待に応えて専門家身分が新古墳を築造しても，少し
は「まし」な新古墳が当然であると考えがちだった現地家族的被葬者達が専門家身分の満足で
きる支払いをしなかったことがこの不満の一般的原因だったと考える。

（ ） 未盗掘古墳の被葬者遺族は身分的専門家を支払いで十分に満足させた「気前のよい」人々
だったのだろう。

（ ） この専門的従者身分は仏教導入後には寺院附属身分に変化したと考える。
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（ ） 半島系支配身分男性と供に半島での戦闘に参加した列島系現地家族男性との間の身分差が
縮小し，後者が独立傾向を強めた事例もあったろう。

（ ） 被葬者の地位による築造上の「常識」はあったのだろう（ ）が，墳丘形，規模の王権統制
説も苦し紛れの思いつき（ ）ではないか。

（ ） 最大量輸出品だった原料鉄の生産用に森林を伐採し，大面積の人為的草地を創設したから，
耕地獲得目的の未開戦争は発生せず，都市がなかったから，他都市住民を難民化させ，自都市
に流入させることを目的にした都市国家間戦争の余地もなく，農園労働者の取り合いで生じた
暴力的係争があった程度だったのだろう。

（ ） 体温 ℃で昏睡に陥る前に傾眠傾向が強まるので，低体温の危険限界は概ね ℃とされる
（入来，2003;p.12）が，血圧，呼吸数等の生理指標の正常な ℃でも意識の乱れが生じ，
個体によっては強い傾眠傾向が生じる（船木，2002;pp.133144）。移動者の軽度の異常を看取
し，移動者を離水させる第三者が当時の低人口密度下では移動者周囲にいなかったから，低温
に耐えられる一般的限界（ 分：Pozosetals.,1996;p.5）をこえるが，長くはない時間内に緩
慢に体温が低下し，意識喪失を防げなかった。

（ ） 21°以内の低緯度海域では通年， ～ °の中緯度海域では春，夏にサメ害が発生する。
（ ） 地域的に偏った の数値は実際よりかなり小さい（Stevens,1999;pp.106

107）から，同種統計に基づき，共喰いを誘発する狂食習性（Halstead,1991;p.8）も，咬傷か
らの被害人体の魚体口腔内病原体感染（矢野憲一，1976;p.20）も軽視し，サメ害確率を低い
とする見解を肯定できない。危険な種名を列挙する文献が多いが，サメ害資料（矢野和成，
1998;p.149）の偏りも考慮すると，生息海域が世界的で海岸にも近づくホオジロザメの被害が
突出し，第 位のイタチザメでは報告されやすい浅海侵入個体による食害が統計上では過大評
価され，第 位のオオメジロザメの被害確率は生息海域面積に比べて大きいが，他種の被害は
小さいと推測できる。

（ ） 直近のたき火で強熱した小石を生枝二本で削出部分にのせ，炭化後に水を注いで軟化させ
る等の磨製石斧の低加工能力を補う技術が発達した。

（ ） 丸木舟利用は内水面的で，海上では岸のすぐ近くで利用する（出口，2001;pp.16,109）か
ら，「丸木舟以外の海上交通手段がなかった」とするのが正しい。

（ ） 原生林消滅後の状況を伝える民族例は重心と浮力作用点のずれが回転力を増大させる程の
大径原木を利用しない小型丸木舟の製作使用例であり，回転力問題を意識させにくかった。

（ ） ダブルカヌー，トリガー付カヌーにすれば安定性は増すが，全体ではかなり大型化し，民
族誌的に一般的でない。成長過程で整枝すれば，木質差による重量の不均質を抑制できるが，
枝下ろしが成長を妨げ， 世代間の作業継承が困難で， 枝下ろしの荒れた創面から病原

が入って樹病が発生しやすい（スリーエム，1978;p.85）から，民族例でも丸木舟原木の樹形
調整はなく，自生原木選択にとどまる（鳥越，樋口，1981;p.22）。

（ ） 最近陸地との距離が km以上ある島には飛翔動物のみが生息し（Menard,1986;p.197），
新発見島嶼では飛翔能力を失った狩猟対象鳥類の発見を期待できた。島嶼間交易用の羽毛の採
集も重要だった（Whittaker,1998;p.230）。記録上の絶滅鳥類のほとんどすべてが島嶼性であ
るだけでなく，記録に残らず，遺存体が出土しても種を判別し難い多数種がオセアニア系航海
者の活動期に大絶滅していた。

（ ） 人類捕食肉食動物の欠如と人類感染症からの隔離とが人口増加率を多少は高めても，全島
の可耕地を耕地化させる人口過剰の生じない状況で遠隔島嶼への移住を展開したのは各島住民
に新発見島への期待があったからだった。
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（ ） 初期金属器時代までの主要農耕地帯だった自然草原の植生は降水量偏異に敏感で（Curry-
Lindhal,1981;p.18），作物収穫量の変化も大きい。蒸散量の大きい低緯度乾燥地帯では降水量
偏異率も大きく（篠田他，2007;pp.67），赤道直下の乾燥地帯の先史農耕文化，例えば中央ア
ンデス諸文化の継続的発展を阻害した。

（ ） Cuは玄武岩体またはその下に多く，人類の利用できる浅い部分には少ない。
（ ） 純銅は ℃で軟化する（Charles,1980;p.61）から，軽度の加熱を伴う自由冷間鍛造が青

銅器製作開始までの主要加工技術だった。冷間鍛造には硬化機能があっても，製品は本格的利
器に使用できない。青銅では脆化域の ℃を避け， ℃での温間鍛造が一般的で
ある（小坂田他，2005;p.60）。

（ ） 早い時期の隕鉄大量利用説（田口，1988;p.11）は鉄質遺存の良い（亜）北極圏の民族誌に
基づくから，鉄質遺存の悪い一般的環境下では地表落下から採集利用までに劣化が進行するの
で合理性に欠ける。

（ ） 火力は強いが火もちの悪い針葉樹よりも火力は多少弱くても出来るだけ火もちの良い広葉
樹を伝統的原鉄生産者は選好した。針葉樹を用いると無炉製鉄（野焼焙焼）では多量の薪を投
入しても原鉄ができず（後述），小炉製鉄では炉内温度が急上昇して炉体を損なうのを予防す
れば必要な高温に達さなかったからである。野焼での広葉樹選好は広葉樹燃料の難燃組織が接
気面からの酸素の侵入を一時的に防ぐ中で易燃部分が低酸素状態で燃焼して，その部分での酸
素を不足させ，酸化鉄を還元するのに対し，難燃組織の少ない針葉樹燃料では接気面からの組
織が次々に崩壊しながら燃焼が進行し，酸化鉄を還元できないことによる。日本列島の中世前
半の小炉製鉄では火力が強く，火もちの特に良いクヌギを主に用いた。遺存体の狭い年輪幅は
閉鎖的水辺林での成長を推測させる。中世末以降のたたらでのアカマツ燃料化は原生林破壊を
反映するとともに，堅固な大型閉鎖炉内に送入する酸素の量を管理し，燃焼速度を調節できた
結果だったのだろう。
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